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     Studies on the Absorption Abilty of the Seminal Vesicles 

      Part  II  : Influence of Castration on the Absorption Ability of 

                        the Seminal Vesicles 

                           Michio  KIGUCHI 

         From the  Department of Dermatology and Urology, Okayama University, 

                                Medical School 

                           (Director : Prof.  J. Omura) 

   The author has already described in part I, the fact that various drugs 

were absorbed actively through the mucous membrane of the lumen of the 

seminal vesicles. As the testicular function has the most intimate relation 

to the absorption ability of the seminal vesicles, the investigation in this 

series was pointed to the influence of the testicular function upon the 

absorption ability of the seminal vesicles. The experimence was performed 

by injecting penicillin, streptomycin, tetracycline and  chloramphenicol into 

the seminal vesicles through vas deferens of a full grown male rabbit which 

was castrated in advance, and examining the absorption ability of the 

seminal vesicles by the time elapsed. The results were as follows  : 

   1) The absorption of  penicillin began to decrease in five days after 

   the castration and gradually dropped by the time elapsed. 

   2) Decrease of absorption ability to streptomycin appeared in three 

   days after castration and continued dropping according to the time 

   elapsed. 

   3) Absorption of tetracycline started decreasing from one week after 

   castration. 

   4) Concerning the absorption of chloramphenicol, a sign of decrease 

  appeared in two weeks after castration, but did not drop so remarkably 

  as the three other antibiotics even in three weeks. 

  5) In the histo-pathological examinations, the tissues of the seminal 

  vesicles showed degeneration in three weeks after castration, and this 

  change was in a accord with the decrease of absorption ability. 

  6) The decrease of the absorption ability after castration was caused 

  chiefly by the disappearance of the testicular hormone and hyaluronidase.
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緒 冒

木ロー精嚢の吸収生理に関する研究

種汝なる物質が精嚢粘膜 より吸収される状況

は,第1編 において述べたように勘 くとも他 の

泌尿生殖器粘膜に比較 し遙かに活発である。こ

の事実に関連 して,精 嚢 の生理的条件及びその

解剖学的関係,或 いは諸家の実験成績を考え合

せるとき,睾 丸で産生 された分泌物の一部が精

嚢内で吸収され,そ れが全身的に何等かの因子

として働 き一種 の内分泌作用を営み,同 時に雄

性生殖機構の重要な役割をも果 しているであろ

うことが容易に推測される.従 つて精嚢機能は

睾丸の内分泌及び外分泌と密接な相互関係にあ

り,且 つ他の内分泌腺臓器とも重要な関連性を

持つものであろうことも容易に想像 され る.

反面,こ れらのことは精嚢の吸収能力が単に

精嚢自体の組織解剖学的構造上のみならず,そ

の他の因子にも大いに影響されるものであるこ

との示唆を与える.こ のことは精嚢の生理的意

義追究上,非 常に興味ある問題で,わ た くしは

この点について精嚢の吸収機能に関して,も つ

とも密接な関係にある畢丸機能が吸収作用に如

何 なる影響を持つものであるかということを,

機能的方面より検索し,興 味ある成績を得たの

で報告する.

実験方法並びに材料

糟 嚢 の 吸 収 機 能 検 査 は 第1編 に 述 べ た と 同 じ

方 法 に よ り,Penicillin,Streptomycin,

Tetracycline及 びChloramphenicolの4

図1

No.1去 勢 に よ る影 響(Pc,)

抗生剤について夫 々去勢前後の吸収状況を観察

した.即 ち体重2kg以 上の成熟雄性家兎を去勢

し,去 勢前,去 勢後3日,5日,7日,14日,

21日 の各汝に同一家兎精嚢について検査した.

なお実験の都合上去勢後3日,7日,21日 の群

と去勢後5日,14日,21日 の2群 に分けて観察

した.ま た薬剤の注入量及び抗菌力価は去勢日

数の如何にかかわらず同一にした.そ れと共に

精嚢組織像についても検索した.

実 験 成 績

A.去 勢が精嚢の吸収機能に及す影響

1.Penicillinの 吸収に及す影響(表1.2,図1～6)

Penicillin(以 下Pc.)の 注 入量は0.3cc(5000u)と

した.

去勢3日 後:Pc.注 入後30分 時の血中濃度は全例に

おいて去勢前のそれより稽 々低い値を示したが,1時

間及び3時 間値において僅かながら却つて高い値を呈

しているものがあ り(No.1),5時 聞値は去勢前のそ

れ と殆 ど有意の差を認めなかつた.全 体において去勢

3目 後における精嚢のPC.の 吸収作用は,去 勢前の

それ と比較す るとき殆 ど有意の差は認め られなかっ

た.

去勢5日 後:去 勢前の吸収血中濃度値に比較すると

き全例において明かな吸収力の低下が認められる.な

お低下の傾何 は去勢前のそれに略々並行 している.

去勢7日 後:去 勢5日 後における吸収状況と同様な

傾向が観察される.

去勢14日 後及び21日 後:吸 収機能の低下の傾向は去

勢後経過 日数 の進むにした がい一層著明に 認められ

る。 去勢14日 後のPc.注 入後30分 時における血中濃

図2

No.2去 勢 に よ る影 響(Pc .)

図3

No.7去i勢 に よ る影 響(Pc,)
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表1去 勢にょる影響(Pc。)

No.1(2100g)u/cc

195

表2去 勢 に よ る影 響(Pc.)

No.8(2300g)u/cc

時 間30t 1。 3。 5。

ρ

去 勢 前 0,094 0,051 O,024 0.0145

去勢3目 後 0,071 0.06 0,026 O,013

去勢7日 後 O.06 0,042 0,021 tr

去勢21目 後 0,051 O,031 0.Ol45 tr

一

＼ 漕 間
＼

No.2(2000g)

去 勢 前

去ii蓼5日 後

去 勢14日 後

去 勢21日 後

30'

O.071

O.05

0.04

O。021

1。

0.06

O.04

0.02

O.0145

3。

O.02

O.013

0.Ol2

tr

50

O.0145

tr

tr

tr

u/cc No.9(2100g) u/cc

＼
去 勢 前

去勢3日 後

去 勢7日 後

去ii謬21日 後

30'

0.094

O.071

O.051

0.031

1。

O.071

○.06

O.047

0.026

3。

0.02

O.02

0.Q145

0.Ol3

5。

0.0145

○.0145

O.013

O.012

＼ 鮒1・ ・'

去 勢 前

去i勢5日 後

去ii摯14日 後

去 勢21日 後

O.18

O.066

O.05

0.026

10

0.13

0.052

O.04

0.02

3。

0.13

0.052

O.032

O.0145

5。

O.064

0.02

0.0145

0.Ol2

No.7(2150g) u/cc No.10(2200g) u/cc

＼＼渉 間

＼

去 勢 前

去勢3日 後

去 勢7日 後

去勢21日 後

30'

O.21

O.18

0.13

O.Q42

1。

0.08

0,06

0.047

0.0145

3。

0.024

0.02

O.0145

O.013

5。

0.016

O.0145

0.013

tr

湖
去 勢 前

去 勢5日 後

去 勢14日 後

去 勢21日 後

30t

O.125

0.058

0.04

0.0392

1。

0.09

Q.046

O.032

O.026

3。

0.072

0.032

0.0145

0.013

5。

0.0392

0.0145

tr

tr

〃

〃

〃'

図4図5図6

No,8去 勢 に よ る影 響(Pc.)No.9去 勢 に よ る影響(Pc.)No.10去 勢 に よ る影 響(Pc・)
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度 は去 勢 前 の0.21～O.071u/ccか ら0・04～0.05u/cc

に 低下 して お り,去 勢21日 後 で は更 に 低 下 し0・051～

0・021u/ccで あ る,

以上の成績より,精 嚢のPc.に 対する吸収作用は

去勢5日 後頃より低下の傾向を示し,以 後経過日数の

増加に伴い著明な吸収力の1成退が認められた・
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図7図8

No.24去 勢 に よ る影 響(SM)No.29去 勢 に よ る影 響(SM)
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表3去 勢による影響(SM)

No.24(2450g)γ/cc

図9

No.30去 勢 による影響(SM)
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表4去 勢による影響(SM)

No.31(2100g)γ/cc

＼
去 勢 前

去 勢3目 後

去 勢7日 後

去 勢21日 後

30'

4.15

0.98

0.6

0.18

10

4.01

3.15

0。26

0.132

30

1.46

0.67

0.18

tr

5。 ＼
1.25

0.18

0.132

tr

去 勢 前

去 勢5目 後

去 勢14日 後

去 勢21日 後

30'

5.25

L39

0.905

0.678

No.29(2300g)

1。

3.37

!.12

0.740

0.46

3。

1.67

0.263

0.18

0.16

5。

O。24

0.18

tr

tr

γ/cc No.32(2200g) γ/cc

＼ 鮒 ・・'

去 勢 前

去 勢3日 後

去 勢7日 後

去 勢21日 後

6.25

2.33

0.89

0.192

10

1.97

1.75

0.67

0.132

3。

1.73

1.53

0。58

tr

5。 ＼
L32

0.36

0.30

tr

去 勢 前

去 勢5目 後

去ii蓼14日 後

去 勢21日 後

30'

4.25

0.785

0.415

0.358

No.30(2400g)

lo

3.15

0.74

0.358

0.216

3。

2。56

0.501

0.21

0.132

5。

1.39

0.358

0.132

tr

γ/cc No.33(2000g) γ/cc

＼
去 勢 前

去i勢3日 後

去 勢7日 後

去 勢21日 後

30'

5.20

1.68

0.74

0.308

1。

2.88

1.53

0.905

0.1358

3。

L49

1.39

0,71

0.263

5。

＼

＼ 蔓 運 ・・'

L39

0.28

0.25

0.192

去 勢 前

去i勢5目 後

去 勢14日 後

去勢21日 後

6.25

0,678

0.50

0.18

1。

3.60

0.58

0.358

0。241

3。

O.785

0.216

0。216

0.18

5。

O.785

0.18

0.18

tr
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図10図11

No.31去 勢 による影響(SM)No.32去 勢にょる影響(SM)

＼

∬.Streptomycinの 吸収に及す影響(表3.4.図

7～12)

Streptomycin(以 下SM.)の 注入量は0.3cc(60

㎎)と した.

去勢3日 後:去 勢前の吸収血中濃度値 と比較すると

き全例に吸収力の低下が認められるが,吸 収作用の様

相が去勢前のそれに比 して非常に不安定である.

去勢5日 後:明 かに吸収機能の低下が全例において

認められる.

去勢7日 後:吸 収作用の低下は著明で,SM.注 入

197

図12

No.33去 勢 に よる影響(SM)

藷

脚

〃

Ol

後30分 時血中濃度 値が去勢前4.15～6.25γ/ccか ら

o.6～o.89γ/ccに 下 る,

去勢14日 後及び21日後:逐 次去勢後の経過日数の増

加につれ著明な吸収力の腿 が認められる.去 勢14日

後におけるSM.注 入30分 後 の血中濃度は0・905～

o.415γ/ccで,去 勢21日 後では0.678～o・18γ/ccと

なつている.

以上SM.の 精嚢よりの吸収状況は去勢3日 後に既

にその機能減退の兆が見られ,減 退の程度は去勢後日

数の増加にしたがい著明に認められる.

図13

No,47去 勢 に ょる影 響(Tc)

図14図15

No.48去 勢 に ょる影 響(Tc)No.49去 勢 に よる影 響(Tc)
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表5去 勢による影響(T,)表6ik勢V=よ る影響.(T・)

N・.47(20009)γ/ccN・.50(20009)γ/cc

瀬
去 勢 前

去 勢3日 後

去勢7日 後

去勢21目 後

30' 1。

0.1220,072

0.0840.044

0.078'0.044

0.040。OlO7

3。

O。OIO7

0.OIO7

0。0096

0.0066

5。
＼ 魍 ・・'・ 3。 5。

0.005

0.006

0。005

0.OO2

去 勢 前

去 多5日 後

去;弥4日 後

去 勢21日 後

0,032

0.024

0。014

0.0107

No.48(2050g)

0.006

0.OO5

0。0046

0.OO3

0.OO3

0.∞26

0.0022

0。OO2

0.00175

0.0016

0。0016

0.OO145

γ/cc No.51(2300g) γ/cc

＼ 時 間 、。,
＼

去 勢 前

去 勢3日 後

去 勢7日 後

去 勢21日 後

0.14

0.062

0.052

0.OlO7

1。

0.062

0,032

0.018

0.0056

3。

0,032

0.007

0.0066

0.OO32

5。
＼ 鯛 ・・一 3。 5。

0.006

0.006

0,0054

0.0028

No.49(2100g) γ/cc

去 勢 前0.1220.054 O,Ol4 0.∞6

去 勢5日 後O.0620。032 0,018 0,004

去 勢14日 後O。0620。032 0,006 0.0027

去 勢21日 後0.040.01Q7 0,OO2 0.00175

No.52(2100g) γ/cc

＼ ＼鮒
・・'

去 勢 前

去 勢3日 後

去 勢7日 後

去 勢21目 後

0,062

0.072

0.054

0.0107

10

0.018

0.018

0.0107

0.0076

3。

0.0096

0。0107

0.0066

0,003

5。

0.0034

0。QO4

0.0028

0.OO23

＼
去 勢 前

去 勢5日 後

去 勢14日 後

去 勢21日 後

30'

O.072

0.062

0.04

0.03

10

O.052

0.024

0.0107

0.OIO7

3。

0.∞6

0.OO6

0。OO6

0。OO5

5。

O.OQ25

0.OO175

0.OO175

0.0016

〃

POl

〃〃

図16

N()、50去 勢 に よ る 影 響(Tc)
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No.51去 勢 にょる影響(Tc)
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No.52去 勢にょる影響(Tc)
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皿.Tetracyclineの 吸収に及す影響(表5,6.図

13～18)

Tetracycline(以 下Tc.)の 注 入量は0.3cc(12

mg)と した.

去勢3日 後=去 勢前 とその吸収状況を比較すると,

No.47はTc,注 入後3時 聞の吸収濃度が同 じ値を示

し,No・49で は全体的に僅かながら却つて上昇 して

いる.No.48の みに吸収度合の低下がみられた.

去勢5日 後:去 勢前の吸収状況に略々並行して全例

に吸収力の減退が認 められるが,No.52に おいて

Tc.注 入後3時 間の血中濃度値が去勢前 と同 じ値を示

している.

去勢7日 後=明 かに吸収作用 の減退が 認められる

が,No.47で は去勢3日 後の吸収機能 と比較し他の

例におけるように明かな差異が認められなかつたが,

去勢前のそれよりは明かに低下が認め られた.

199

去勢14暇 及び2・日後 ・明かに吸収機能の低下が認

められ・去勢後経過日数の進むにしたがって著明とな

る.

以上Tc.の 精嚢から血中えの移行伏態は去勢5日

後では不安定な吸収がみられ,去 勢7日 後頃 より次第

に明かな吸収作用の低下が認められる.

IV.Chloramphenicolの 吸収に及す影響(表7 ,8.

図19～24)

Chloramphenico1(以 下CM .)の 注入量は0 ,5cc

(100mg)と した.

去勢3日 後:去 勢前の吸収状況と比較して殆 どその

差は認められない.

去勢5日 後:去 勢3日 後におげる吸収状態 と殆ど有

意の差を認めない.即 ち去勢前に比べても吸収機能の

低下はみ られない.

去勢7日 後:吸 収機能に去勢前と有意の変化が認め
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ちれないが,No,62に 僅かなが ら低下の傾向が認め

られた.

去勢14日 後:全 般的に僅少なが ら吸収機能の減退が
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勢前より明かにその減弱が認められる.

B.去 勢が精嚢組織に及す影響

前記 実験 に使用 した家兎精嚢について観察した結

果,去 勢21目 後では肉眼的に去勢前よりその大いさに

おいて明かな縮少が見られ,か つ硬度も梢 々増大して

いるのが認められた.

一方その組織像は正常時に比較 し(写 真1) 一一股に

上皮細胞は萎縮を示 し,細 胞の配列は不規則であり,

内容物に乏しい.し たがつて腺管腔は高度な縮少が認

められた.他 方間質筋層には肥厚があ り,縮 小した腺

管を翰状に取 り巻いている像が特長的に見出された.

(写真2)

総 括 及 び 考 按

成熟雄性動物を去勢すると副性 器 は 急 速に

変性萎縮を来す ことは 夙 くにLipschUtz1).

Moore&Gallagher2)ら によつて明かにされ

ているところであるが,精 嚢 の吸収機能の方面

からこれを観察した報告は非常に少 く僅かに高

橋3).八 塚4)の 業蹟があるに過 ぎない.高 橋は

成熟雄性家兎精嚢内にPc.を 注入し去勢前後

におけるその吸収状況を観察 し,大 体7日 後 よ

り明かな吸収力低下の認められることを報告 し

ている.ま た八塚 はInsulinが 精嚢 内より吸

収 される事実 より去勢前後の吸収状況を血糖値

の減少率より観察し,去 勢後吸収機能は次第に

低下し約2週 間経過後にはその減少率が半減す

ると述ぺている.わ た くしも同じように成熟雄

性家兎を用いて,去 勢後精嚢の吸収機能がどの

ように変化するかを,Pc.,SM.,Tc.,CM.の4

剤について夫々去勢後の経過 日数を追つて観察

したところ明かに吸収機能の低下することを認

めた.個 汝の薬剤の吸収状況の変動については

既に述べたとおりで,薬 剤によつて吸収機能の

低下が認められる時 日に多少の遅速があるが,

明かに精嚢の吸収機能の低下の認め られるのは

去勢14日 以後であることを知つた.こ のことは

同時に観察した去勢後の精嚢組織像の変化の成

績と略汝一致 し ており非 常に興 味ある点であ

る.

去勢後の精嚢の組織解剖学的変化について,

山内5}は家兎精嚢腺は去勢1週 後明かに肉眼的

に多少縮小を来砺 叉その硬 さを増 し組織学的
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に軽 度の萎縮 が証明 され るが,上 皮細 胞はなお

よ くその機能 を営んでい るものが相当数認め ら

れ,そ の後 漸次変性 し2週 後 には胞体脱落は全

く消失 し,萎 縮 は3週 後 に至つて愈 汝明瞭 とな

り機能 が停止 す ると云 つている.ま た吉田 中

下 ・松 田 ら6)の 観察例 でも同様な事実 の認め ら

れ ることを指摘 してい る.他 方精嚢 の形態学 的

立場 か ら守 屋ηは合成樹脂 を注入する場合,精

嚢極 大量 は去勢10日 後で は変 化 が見 られない

が,20日 乃 至1ヵ 月後 においてその減少の極 限

に達 し組織学的 な変性 の度合 に略々一致す るこ

とを認 めてい る.

このように精嚢 の吸収機能 が去勢後 の組織学

的変性 の度合に一致 して低下す ることは,精 嚢

の生理的機構 と睾丸 が非常 に密接 な相互関係 に

ある ことが容 易にわか る.そ こで精嚢 の吸収 機

能 と睾丸 の関連性及 び吸収機能 の低下 の成因に

つ いて考察 してみる と,当 然睾丸 ホルモ ンが問

題 になるが畢丸 ホルモ ンは睾 丸が成熟 しては じ

めてその機能 を発揮 するものであつて,そ の本

態 はtestosterone或 は近縁 のsteroidと み

られ その生理作用 は複雑多岐にわた り,① 附属

生 殖器官 の発育 と機能支配並びに第二次性兆 の

発現②精子形成過程 の支配③前葉gonadotro-

pi11の 生 産分泌 の抑 制④ 性欲,性 行動,射 精 な

ど神経機構 の支配⑤蛋白同化作用 などがその主

な生理的作用 とされ てい る8)9)10》11)し たがつ

て精嚢 の吸収機能 と睾丸 ホルモ ンの関係 も自 ら

解 決 され,去 勢 後吸収機能が低下す る成 因の一

部 が ここに あることがわかる.

一 方 その他の因子 として拡散因子 の作用を無

視 出来 ない ことは前 編に も述べた ところで,去

勢 はその産生 を遮断 し精嚢内Hyaluronidase

の減 少,消 失 を招 き,こ れが吸収機能 を低下 させ

る成因 の1つ であることは,精 嚢 にHyaluro-

nidase加Pc.を 注 入す ることによ りその吸収

が充進す る と言 う高橋3)の 実験及び石神12)の 無

精虫症 の精嚢か らはTyphusVaccinの 吸 収

が認め られ なかつた とい う事例 と併せ考えると

容易 に説明 され るわけであ る.

こ こで注意 したい ことは この拡散因子 に関連

レてCM,が 他 の抗生 剤に比較 してその吸収が
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特長的 で,且 つ去勢後 の吸収度合 の低 下が僅微

であつた ことは,使 用 し たCM.の 製 剤 に

Carboxymethy1-celluloseの 含 有 され た こ

とが その大 きな原因の1つ では ないか と考 え ら

れ る こと で あ る.即 ちCarboxymethyl-

celluloseは 掛 見13)14)に よつて明かに され たよ

うに非 イオ ン界面活性粘稠 剤でその界面活性作

用13)14):5)16)17)がCM.の 吸 収に影響 し,ま た去

勢後 の吸収作 用 にも大 きな役割 を演 じるで あろ

うことが容易 に推 察 され ることであ る.

結 語

成熟 雄 性 去 勢 家 兎 精 嚢について去勢後,

Pc.,SM.,Tc。,CM.の 吸収状況につい て実

験観察し次の結果を得た.

1.Pc.に 対する精嚢の吸収作用は去勢後5

目頃 より低下の傾向を示し,以 後次第に著明な

機能低下が認められる.

2.SM.に 対する精嚢の吸収作用は去勢3目

後既に機能減退が認められ,去 勢後 日数の増加

にしたがい著明となる.

3.Tc.に 対する精嚢の吸収作用は去勢7日

後頃 より次第に低下の傾向が認められ る.

4.CM.に 対する精嚢 の吸収作用 は去勢14

日後頃 より僅かに低下の兆が見え,去 勢21日 後

に至 るも他剤のような明かな吸収作用の低下は

認められない.

5.去 勢21日 後における精嚢組織は明かに退

行変性が認め られ,吸 収機能 の低下と略汝並行

した所見である.

6.去 勢による吸収機能の減弱の成因は睾丸

ホルモン及び拡散因子の消失することが大きく

影響することを識つた.

本論文の要旨は昭和31年10月 中国,四 国連合地

方会において発表 した.
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